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Ｐ-

１ 

表
紙

　
　
　

写
真
提
供　

会
員 

酒
井
良
光
さ
ん 

Ｐ-

２ 

平
成
24
年
度
通
常
総
会
開
催

　
　
　

平
成
24
年
度 

通
常
総
会
議
案

Ｐ-

３ 

功
労
者
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
表
彰

　
　
　

新
役
員
紹
介

Ｐ-

４ 

東
北
・
復
興
へ
の
槌
音

 
 
 
 
 
 

大
船
渡
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

Ｐ-

５ 

地
域
班
だ
よ
り

　
　
　

こ
の
人

Ｐ-

６ 

理
事
会
の
動
き

　
　
　

健
康
ラ
イ
フ

Ｐ-

７ 

現
場
訪
問
記

　
　
　

北
条
福
祉
事
務
所

Ｐ-

８ 

賛
助
会
員
２
社

　
　
　

株
式
会
社
フ
ジ

 
 

　
　

個
人　

菅
沼
加
代
子

Ｐ-

９ 

松
山
ぶ
ら
り
・
ぶ
ら
～
り

　
　
　

～
峠
も
の
が
た
り
～ 

其
の
２
「
水
ヶ
峠
」

Ｐ-

10 

若
草
会
だ
よ
り

　
　
　

若
草
会
代
議
員
会
開
催

　
　
　

若
草
会
一
泊
旅
行　

北
陸
名
所
巡
り
の
旅

Ｐ-

　11   

会
員
の
広
場

　
　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て

　
　
　

自
慢
の
孫
紹
介

Ｐ-

12 

こ
ち
ら
事
務
局

　
　
　

手
漉
き
和
紙
工
房
製
品

　
　
　

 

　

と
べ
動
物
園
へ
デ
ビ
ュ
ー

 
 
 
 
 
 

お
く
や
み

　
　
　

編
集
後
記

高浜沖に沈む夕日

目　
　

次



　

　

熊
野
副
理
事
長
が
開
会
を
宣
言
、

白
石
理
事
長
の
挨
拶
に
つ
づ
き
、
功

労
者
表
彰
及
び
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ

ン
表
彰
が
行
わ
れ
、
そ
し
て
野
志
克

仁
松
山
市
長
及
び
寺
井
克
之
市
議
会

議
長
か
ら
祝
辞
を
賜
わ
り
、
来
賓
の

紹
介
、
祝
電
披
露
に
続
き
、
賛
助
会

員
紹
介
の
後
、
功
労
者
を
代
表
し
て

筒
井
芳
美
さ
ん
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
議
事
審
議
の
部
に

移
り
会
員
福
山
忠
道
さ
ん
が
議
長
に

選
任
さ
れ
、
公
益
社
団
法
人
へ
の
移

行
に
関
す
る
議
案
な
ど
12
議
案
の
審

議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

　
　

平
成
23
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　
　

平
成
23
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

　
　

・
監
査
報
告
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

　
　

平
成
24
年
度
事
業
計
画(

案)

に
つ
い
て

第
４
号
議
案

　
　

平
成
24
年
度
収
支
予
算(

案)

に
つ
い
て

第
５
号
議
案

　
　

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
６
号
議
案

　
　

公
益
社
団
法
人
移
行
の
た
め
の

　
　

定
款
変
更(

案)

に
つ
い
て

第
７
号
議
案

　
　

役
員
の
報
酬
等
及
び
費
用
に
関

　
　

す
る
規
程(

案)

の
制
定
に
つ
い
て

第
８
号
議
案

　
　

会
費
規
程
の
一
部
改
正(

案)

に

　
　

つ
い
て

　松　山　シ　ル　バ　ー (2)

第
９
号
議
案

　
　

事
務
手
続
き
等
に
係
る
附
帯
決

　
　

議
に
つ
い
て

第
10
号
議
案

　
　

役
員
の
改
選
に
つ
い
て

第
11
号
議
案

　
　

公
益
社
団
法
人
移
行
当
初
の
代

　
　

表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

第
12
号
議
案

　
　

公
益
社
団
法
人
移
行
当
初
の
業

　
　

務
執
行
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

　

議
事
審
議
に
つ
づ
い
て
、
松
山
東

警
察
署
の
松
下
裕
樹
氏
（
交
通
第
一

調
査
官
）
を
お
招
き
し
「
交
通
事
故

の
防
止
に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。
（
講
演
要
旨
は
、
安

全
適
正
就
業
会
報
に
掲
載
）
。

　

最
後
に
乃
万
副
理
事
長
の
閉
会
挨

拶
を
以
っ
て
盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し

た
。

理事長あいさつ

　

平
成
24
年
度
通
常
総
会

は
、
梅
雨
空
の
も
と
、
６

月
15
日(

金)

に
、
松
山
市

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
「
キ
ャ
メ
リ
ア
ホ
ー

ル
」
で
会
員
５
０
２
名
が

出
席
し
、
野
志
克
仁
松
山

市
長
を
は
じ
め
５
名
の
来

賓
、
賛
助
会
員
の
皆
様
を

お
迎
え
し
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
度 

通
常
総
会
議
案

総会会場風景

講演中の松下裕樹氏



 

長
年
に
わ
た
り
セ
ン
タ
ー
会
員
と

し
て
就
業
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
事
業
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
6
名
、
並
び
に

安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
応
募
で
、

中
村
正
子
さ
ん
の
「
安
全
作
業　

心

の
ベ
ル
ト　

締
め
な
お
せ
」
が
最
優

秀
作
品
に
選
ば
れ
、
白
石
理
事
長
よ

り
表
彰
状
と
記
念
品
の
贈
呈
を
受
け

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
受
賞
者
を
代
表
し
筒
井

芳
美
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

大
変
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
す

が
、
セ
ン
タ
ー
事
業
の
一
層
の
拡
充

を
目
指
し
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
へ
移
行
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
共
に
公
益
法
人
会
計
を
勉

強
し
ま
し
ょ
う
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　　

高
齢
者
の
方
々
が
生
き
が
い
を
も

っ
て
働
け
る
場
づ
く
り
の
た
め
微
力

で
す
が
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

在
任
一
年
、
会
員
・
役
職
員
の
皆

様
の
熱
い
思
い
と
勤
勉
さ
に
触
れ
感

動
と
や
り
が
い
を
得
ま
し
た
。

　

感
謝
と
と
も
に
可
能
性
溢
れ
る
当

セ
ン
タ
ー
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　　

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、

高
齢
者
へ
の
就
労
支
援
や
生
き
が
い

づ
く
り
な
ど
に
向
け
た
活
動
の
充
実

を
図
ら
れ
、
セ
ン
タ
ー
が
今
後
益
々

発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

短
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
の
更
な
る
発
展
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

私
が
理
事
と
し
て
務
め
ら
れ
た
の

も
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
お
か
げ

と
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

今
後
は
別
な
立
場
で
微
力
な
が
ら

協
力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

短
い
期
間
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が

大
変
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
後
の
セ
ン
タ
ー
の
事
業
が
発
展

す
る
事
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　 

高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る
中
、

セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
益
々
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
更
な
る
発
展
を
願
っ
て
い

ま
す
。

功
労
者
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
表
彰

(

ス
ロ
ー
ガ
ン
表
彰)

中
村
正
子
さ

ん

髙
本
ハ
ツ
子
さ

ん

筒
井
芳
美
さ

ん

小
立
ま
つ
子
さ

ん

荻
山
和
浩
さ

ん

嶋
屋
達
雄
さ

ん

七
條　

啓
さ

ん

　松　山　シ　ル　バ　ー(3)

新
任
役
員
挨
拶

新
任
役
員
挨
拶

常
務
理
事　

 
 
 
 

田
那
辺 

泰
典

監
事 

古
野 

一
幸

理
事 

大
濱 

　

祥

監
事 

高
橋 

 
 

實

常
務
理
事 

 
 
 
 
 

遠
藤 

美
武

理
事 

松
井 

正
行

理
事 

日
野 

ひ
と
み

理
事 

谷
口 

和
枝

理
事 

田
中 

郁
夫

退
任
役
員
挨
拶

退
任
役
員
挨
拶



　

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
は
海
か
ら

す
ぐ
近
く
の
場
所
に
あ
り
、
毎
年
、
こ
の

時
季
に
な
る
と
潮
風
の
心
地
良
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
が
、
昨
年
の
３
月
11
日
、
あ
の
穏

や
か
だ
っ
た
海
が
一
変
し
て
荒
れ
狂

い
、
あ
っ
と
い
う
間
に
住
み
慣
れ
た
家

屋
は
跡
形
も
な
く
流
さ
れ
、
犠
牲
者
も

日
を
追
う
ご
と
に
増
え
続
け
る
な
ど
、

あ
の
時
を
境
に
、
市
民
か
ら
は
笑
顔
や

明
る
さ
が
消
え
、
し
ば
ら
く
は
茫
然
自

失
の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、全
国
や
世
界
各
地
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
「
励
ま
し
」
が
大
き
な
支
え
と

な
っ
て
、
市
民
は
少
し
ず
つ
活
気
を
取

り
戻
し
、
街
の
中
心
地
だ
っ
た
と
こ
ろ

に
は
仮
設
の
「
夢
商
店
街
」
や
「
屋
台
村
」

が
完
成
し
、
ま
た
、
食
料
品
ス
ー
パ
ー
や

量
販
店
も
建
ち
並
び
、
賑
わ
い
が
見
え

始
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
復
興
元
年
」
と
位
置
付
け

た
今
年
、
市
で
は
市
民
と
一
体
に
な
り
、

早
期
の
復
興
と
希
望
に
あ
ふ
れ
た
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
か
っ
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

  

当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
で
あ
り
ま

す
が
、
去
る
５
月
30
日
に
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

  

こ
の
中
で
、
平
成
23
年
度
の
事
業
実

績
は
、
震
災
の
影
響
で
た
い
へ
ん
厳
し

い
状
況
で
し
た
が
、
が
れ
き
撤
去
作
業

や
実
績
の
無
か
っ
た
企
業
か
ら
も
受
注

を
い
た
だ
き
、
加
え
て
、
震
災
に
負
け
ず

い
ち
早
く
立
ち
上
ろ
う
と
、
懸
命
に
就

業
に
当
た
ら
れ
た
会
員
の
み
な
さ
ん
の

協
力
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
85

パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
盛
り
返
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
大
震
災
で
は
、
全
国
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
数
々
の

励
ま
し
や
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら

感
謝
し
て
お
り
ま
す
が
、
改
め
て
、
シ
ル

バ
ー
の「
絆
」の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。　

　 
  

未
曽
有
の
大
災
害
の
た
め
、
こ
れ
か

ら
の
復
興
・
再
建
に
は
紆
余
曲
折
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
全
国
の
仲
間
の
み
な

さ
ん
の
励
ま
し
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
、
シ
ル
バ
ー
理
念
の
共
助
の
も
と
会

員
の
力
を
結
集
し
て
地
域
の
復
興
に
貢

献
し
、
大
船
渡
の
明
る
い
未
来
が
開
け

る
よ
う
一
歩
ず
つ
で
も
前
に
進
む
こ
と

が
、
み
な
さ
ん
へ
の
恩
返
し
で
あ
り
、
何

年
か
先
に
は
当
市
の
復
興
し
た
姿
を
お

見
せ
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

　松　山　シ　ル　バ　ー (4)

  　飛鳥Ⅱが励ましと救援物資を積んで来航

　　福祉施設を慰問し、
逆に元気をいただきました



　地域活性化委員会が発足した今年度は、地域班活動を
推進して就業確保と活力ある地域社会づくりに一緒に取
組みましょう。会員の皆様の積極的な参加をお願い致し
ます。

地域活性化委員会が発足

新玉地区懇談会

伊台･湯山･五明･番町八坂･東雲･素鵞
道後･湯築･桑原地区 健康体操

清水地区懇談会

垣生地区 海岸清掃

 平成２４年度 地域班活動　実績（４月～７月）　　
地　区 実施日 内容 地　区 実施日 内容

北　条 ４/５(木） 　グランドゴルフ 垣　生 ６/２３（火） 　ボランティア清掃  <今出ヶ浜海岸>

清　水 ５/２２（火） 　懇談会 垣　生 ７/７（土） 　懇談・懇親会

宮前・三津 　ボランティア清掃  <梅津寺海岸>

高浜・興居島 　と懇談・懇親会

新　玉 ６/９（土） 　懇談会 中　島 ７/２１（土） 　懇親会

今後の実施予定(８月～）
地　区 予定日 予定時間

北　条 ８/２（木） １４：００～

生　石 ９/１（土） １５：００～

和　気 ９/８（土） １８：００～

石井（和泉南） ９/９（日） １３：３０～

味　酒 ９/１４（金） １８：００～

久　枝 ９/１５（土） １２：００～

余　土 ９/２２（土） １３：３０～

味　生 ９/２８（金） １２：００～

久米・小野 ９/２９（土） ９：００～

清　水 ９/３０（日） ８：３０～

新　玉 ９/３０（日） １０：００～

北　条 １０月上旬 ８：００～

久谷・浮穴 １０/２１（日） １０：００～

潮　見 １０/２５（木） １８：００～

　ボランティア清掃  <雄郡公民館周辺>

　懇談・懇親会(昼食）  <雄郡公民館>

堀　江 １１/１１（日） １２：００～

生石・味生 １１月中旬 　未　定

伊台・湯山・五明、番町八坂・
東雲・素鵞・道後・湯築・桑原

伊台・湯山・五明、番町八坂・
東雲・素鵞・道後・湯築・桑原

６/９（土） 健康体操と懇親会

９/２２（土） １１：００～

　懇親会　<堀江公民館>

　ボランティア清掃　<未　定>

７/７（土）

　懇親会  <久枝公民館>

　懇談会  <余土公民館>

　懇談・懇親会  <味生公民館>

　　内　容　<場　所>

　懇談会  <北条支部>

　懇談会  <生石公民館>

　懇親会  <和気公民館>

　ミニコンサートと懇親会　<味酒公民館>

　オカリナ演奏  <八坂公民館>

　懇談会　<和泉南分館>

雄　郡 １０/２７（土） １０：００～１３：００

　ボランティア清掃  <日尾八幡神社周辺>

　ボランティア清掃  <はなみずき通り>

　懇談・懇親会(昼食）  <未　定>

　ボランティア清掃  <平和通り周辺>

　ボランティア清掃と懇親（昼食）　<総合公園前道路>

　ボランティア清掃  <国津比古命神社～北条港>

　懇親会  <潮見公民館>

　ボランティア清掃  <西林寺・杖ノ淵公園>

石　井 ９/２９（土） １０：００～

　　松　山　シ　ル　バ　ー　(5)

こ
の
人

こ
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

矢
能
さ
ん
は
教
員

              

生
活
を
経
て
、
平
成

              

三
年
に
シ
ル
バ
ー
会

              

員
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ル
バ
ー
の
役
員

　
　
　
　
　
　
　

は
翌
年
か
ら
。
以
来

18
年
間
役
員
を
し
て
平
成
22
年
に
役
員

を
降
り
た
。

　

そ
の
間
「
歴
史
文
化
財
探
訪
サ
ー
ク

ル
」
を
立
ち
上
げ
、
今
年
で
六
年
に
な
る
。

　

き
っ
か
け
は
、
シ
ル
バ
ー
結
成
20
周
年

の
時
。
現
在
40
名
の
会
員
が
い
る
。

　

松
山
市
内
の
文
化
財
め
ぐ
り
を
月
一

回
行
い
、
二
巡
目
に
な
る
と
か
。

　

「
松
山
市
に
は
国
宝
が
三
つ
あ
り
、

郷
土
に
誇
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
も
ら

い
た
い
の
で
す
」
と
矢
能
さ
ん
。
そ
し

て
「
シ
ル
バ
ー
に
は
様
々
な
分
野
で
働

い
て
き
た
人
が
い
て
、
交
流
を
深
め
る

中
で
、
充
実
し
た
人
生
が
送
れ
れ
ば
い

い
の
で
は
な
い
か
」
と
語
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
シ
ル
バ
ー
に
つ
い
て

「
就
労
の
場
の
提
供
も
大
事
だ
が
、
生

き
が
い
と
充
実
感
の
あ
る
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
。
そ
の
た
め
に
は
ゴ
ー
ル
ド

会
員
制
度
を
確
立
し
て
」
と
後
輩
に
託

し
、
「
人
の
た
め
に
と
思
っ
て
し
た
こ

と
が
、
自
分
の
た
め
に
も
な
っ
た
」
と
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
憲
章
を
地

で
い
く
矢
能
さ
ん
の
温
か
い
笑
顔
が
あ

っ
た
。

 

矢
能 

一
成 

さ
ん

           

（
83
歳
）



　

    

期
日 

５
月
30
日
（
水
）

　

 
 
 
 

場
所　

松
山
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

　

第
１
号
議
案

◆
平
成
23
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決     

　

算
に
つ
い
て　

　

第
２
号
議
案

◆
第
４
次
中
・
長
期
計
画(

案)

に
つ
い
て

　

第
３
号
議
案　

◆
平
成
24
年
度
事
業
計
画(

案)

及
び
収

　

支
予
算(

案)

に
つ
い
て　
　

　

第
４
号
議
案

◆
公
益
社
団
法
人
の
た
め
の
定
款
変
更

　

及
び
諸
規
定
の
制
定
等
に
つ
い
て　

　

第
５
号
議
案

◆
役
員
の
改
選
に
つ
い
て　
　

　

第
６
号
議
案

◆
平
成
24
年
度
通
常
総
会
議
案
に
つ
い
て

　

第
７
号
議
案

◆
特
別
会
員
の
承
認
に
つ
い
て　
　

　

第
８
号
議
案

◆
諸
規
程
の
制
定
と
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

第
1
号
議
案
～
第
８
号
議
案
ま
で
い　

　

ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た

　
　

　

事
業
運
営
会
議
報
告

・
平
成
24
年
度
通
常
総
会
功
労
者
表
彰

　

に
伴
う
被
表
彰
者
選
考
に
つ
い
て

・
総
務
部
会
報
告　

　
　

文
化
・
広
報
委
員
会　

・
事
業
部
会
報
告　

　
　

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

・
介
護
部
会
報
告

・
女
性
部
会
報
告

・
営
業
担
当
理
事
報
告　

　
　

営
業
推
進
実
行
委
員
会

・
地
域
班
担
当
理
事
報
告　

　
　

地
域
活
性
化
委
員
会

　

事
務
局
報
告

・
書
面
審
議
結
果

・
平
成
24
年
度
通
常
総
会
事
項
に
つ
い
て

 　
　

　松　山　シ　ル　バ　ー (6)

  

き
ゅ
う
り
の
原
産
地
は
イ
ン
ド
で
、
日
本

に
は
中
国
よ
り
六
世
紀
頃
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
切
り
口
が
徳
川
家
の
葵
の

紋
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
恐
れ
多
い
と
し
て

食
べ
な
か
っ
た
と
か
。

　

今
で
は
サ
ラ
ダ
、
漬
物
、
酢
の
物
な
ど
を

は
じ
め
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
具
、
中
華
料
理
の

炒
め
物
の
具
、
ち
ょ
っ
と
し
た
彩
り
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。【効能・効果】

高血圧予防・髪の健康維持・美肌作り
むくみ改善・利尿作用・イライラ解消

　

な
る
べ
く
イ
ボ
が
残
っ
て
い
て

チ
ク
チ
ク
す
る
く
ら
い
の
物
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
果
肉
が
硬
く
し
っ
か
り

と
し
て
い
る
物
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

冷
蔵
庫
に
保
存
す
る
際
、
冷
や
し

過
ぎ
る
と
か
え
っ
て
傷
み
や
す
く

な
り
ま
す
。
ラ
ッ
プ
や
袋
に
入
れ
、

野
菜
庫
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

【
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
・
保
存
方
法
】

①夏バテで食欲のない方
②むくみが気になる方
③二日酔いがひどい方

こんな方におススメ！！

きゅうり　豚キムチ炒め

材料（2人前）
きゅうり2本　塩・こしょう　豚肉100ｇ
醤油・酒少々　キムチ適量　ごま油適量
　
～作り方～

①塩・こしょうで味付けした豚肉をごま油で炒める。
②キムチを加え、醤油・酒で調える。
③長さ5㎝の拍子木切りにしたきゅうりを加え手早く
　炒めて出来上がり。 きゅうり豚キムチ炒め

平
成
24
年
度

　

第
１
回
定
例
理
事
会
開
催

【 

議
事
審
議
内
容 
】

【 

報
告
事
項 

】

第一回定例理事会



     
　

当
事
務
所
は
、
高
縄
山
を
望
む
文
化

の
森
公
園
の
閑
静
な
一
角
に
あ
る
。 

 　

 

松
山
市
河
野
別
府
9
3
7
‐
1

　

  

電
話
0
8
9
‐
9
9
3
‐
2
8
7
7

　

庭
に
は
皆
さ
ん
で
育
て
た
、
き
れ

い
な
花
が
色
と
り
ど
り
に
咲
き
み
だ

れ
、
横
棟
の
ケ
ア
ル
ー
ム
で
は
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
介
護
の
皆
さ
ん
が
大
勢
で

貼
絵
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

ん
で
い
る
。

　

事
務
所
に
は
、
元
気
で
明
る
く
、
や

さ
し
く
、
温
も
り
の
あ
る
笑
顔
の
職

員
さ
ん
の
「
ピ
ン
ク
の
花
（
制
服
）」
が

美
し
く
咲
い
て
い
る
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
状
況
を
夏

井
所
長
、
古
茂
田
さ
ん
、
渡
部
さ
ん
、

沼
田
さ
ん
、
岩
田
さ
ん
か
ら
報
告
を

受
け
た
。

（
１
）
居
宅
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
職
員
３
名
）
が
最

良
の
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
を
作

成
す
る
。

（
２
）
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス

　

介
護
サ
ー
ビ
ス

計
画
に
基
づ
き
、

セ
ン
タ
ー
会
員
の

２
級
ホ
ー
ム
へ
ル
パ
ー
自
宅
に
伺

い
、
食
事
・
入
浴
・
通
院
・
排
せ
つ

の
介
助
・
掃
除
・
洗
濯
・
買
物
・
炊

事
な
ど
の
日
常
生
活
の
お
手
伝
い
を

す
る
。

（
３
）
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

　

自
宅
に
伺
い
日
常
生
活
の
お
手
伝

い
を
す
る
。
（
有
料
）　
　
　
　
　

（
４
）
高
齢
者
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
及
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
日
常

生
活
の
援
助
を
行
う
。
（
有
料
）

（
５
）
ば
あ
ば
マ
マ
サ
ー
ビ
ス

　

育
児
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
な
方
に
援

助
を
行
な
う
。
（
有
料
）

　

そ
れ
以
外
に
北
条
福
祉
事
務
所
で

は
、
次
の
３
事
業
の
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。

（
1
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

在
宅
の
高
齢
者
を
車
で
送
迎
し
、

入
浴
や
、
リ
ハ
ビ
リ
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
。
ま
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
、
新
し
い
友
達

を

つ

く

っ

た

り

楽

し

く

一

日

を

ご
す
。

（
２
）
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

　

自
宅
へ
、
訪
問
入
浴
車
で
伺
い
、

専
用
の
浴
槽
で
看
護
師
な
ど
の
ス
タ

ッ
フ
に
よ
り
、
自
宅
の
部
屋
で
入
浴

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
。

（
３
）
障
害
者
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
講
習
を
修
了
し

た
セ
ン
タ
ー
会
員
の
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

が
、
自
宅
に
伺
い
食
事
・
入
浴
・
通

院
・
排
せ
つ
の
介
助
・
掃
除
・
洗

濯
・
買
物
・
炊
事
・
外
出
の
際
の
移

動
な
ど
の
日
常
生
活
の
支
援
を
す
る
。

　

「
ち
ょ
っ
と
お
手
伝
い
が
必
要
な

と
き
お
手
伝
い
を
す
る
の
は
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
登
録
会
員
で

す
。
豊
か
な
経
験
と
能
力
で
日
常
生

活
に
お
役
に
立
ち
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と
心
強
い
言
葉
。

　

所
長
の
「
職
員
の
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
」
と
の
言
葉
が
心
に
響
い
た
。

　

「
や
さ
し
さ
と
、
温
も
り
の
あ
る

こ
ま
や
か
な
ケ
ア
を
お
こ
な
い
ま
す
」

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
精
神
が
文
化
の

森
公
園
を
明
る
く
照
ら
し
て
い
る
。

　

皆
さ
ん
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
E
・
F
）

北
条
福
祉
事
務
所

　松　山　シ　ル　バ　ー(7)

北条福祉事務所

デイサービスで貼絵を楽しんでいる利用者



　
　

　

 

 

株
式
会
社
フ
ジ
は
１
９
６
７
年
に

創
業
し
、
同
年
に
宇
和
島
市
に
第
一

号
店
を
開
設
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

現
在
で
は
中
四
国
６
県
に
95
店
舗
を

展
開
す
る
ま
で
に
成
長
し
、
今
年
で

創
業
45
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
愛
顧

と
ご
支
援
の
お
か
げ
と
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

フ
ジ
で
は
創
業
以
来
、
よ
り
よ
い

品
を
よ
り
安
く
提
供
す
る
こ
と
で
、

お
客
さ
ま
の
く
ら
し
を
豊
か
に
し
、

地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
よ
う
と

店
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

近
年
、
社
会
や
環

境
の
変
化
は
非
常
に

激
し
く
、
く
ら
し
方

も
大
き
く
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
小
売
業
に

求
め
ら
れ
る
の
は
、

こ
う
し
た
変
化
に
、

機
敏
に
か
つ
的
確
に

応
え
て
い
く
こ
と
で

す
。
そ
の
取
り
組
み

の
一
つ
が
、
「
ネ
ッ

ト
ス
ー
パ
ー
」
の
導

入
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
注
文
す
れ

ば
、
食
料
品
や
日
用

品
な
ど
を
当
日
ま
た

は
翌
日
に
、
自
宅
ま

で
配
達
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
っ
て
い
な
い
方

や
高
齢
者
の
た
め
に
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
様
と
の
取
り
組
み
や
、

電
話
に
よ
る
注
文
受
付
も
始
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
機
に
、

地
域
や
く
ら
し
を
守
る
小
売
業
と
し

て
の
役
割
を
再
認
識
し
、
地
域
の

人
々
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る
「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
づ
く
り
の
取
り
組

み
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

フ
ジ
は
創
業
以
来
、
ず
っ
と
変
わ

ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は 

”
地
域
ご
と
の
風
土
、
文
化
、
く

ら
し
を
大
切
に
し
た
地
域
密
着
型
の

店
づ
く
り
を
目
指
す

 

“
と
い
う
経
営

姿
勢
で
す
。

　

フ
ジ
は
『
安
全
・
安
心
』
は
も
と

よ
り
、
『
健
康
・
鮮
度
・
お
い
し

さ
・
お
し
ゃ
れ
・
快
適
さ
』
に
こ
だ

わ
っ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
自
信
を

持
っ
て
お
届
け
し
、
今
後
も
地
域
の

お
客
様
一
人
ひ
と
り
の
満
足
を
追
求

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

主
人
の
仕
事
上
、
四
国
松
山
に
転

勤
と
な
り
居
を
構
え
て
、
早
三
十
余

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

温
暖
な
気
候
で
自
然
災
害
も
無

く
、
人
情
味
豊
か
で
親
切
な
人
も
多

く
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
最
良
の
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
供
達
も
巣
立
ち
、
「
亭
主
元
気

で
留
守
が
良
い
」
の
言
葉
通
り
、
小

さ
な
お
店
の
パ
ー
ト
従
業
員
と
し
て

働
き
な
が
ら
、
時
に
は
お
友
達
と
お

茶
を
楽
し
む
等
、
平
々
凡
々
な
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

単
身
赴
任
で
留
守
が
ち
だ
っ
た
主

人
も
定
年
退
職
で
松
山
に
戻
り
、
充

電
中
と
称
し
暫
く
「
自
遊
人
」
と
決

め
込
み
の
ん
び
り
と
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
中
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
」
の
事
を
知
り
入
会
し
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
の
為
の
「
講
習
会
」
に
も

参
加
し
た
よ
う
で
、
そ
の
と
き
の
多

く
の
人
と
の
出
会
い
が
一
番
の
宝
だ

と
満
足
げ
で
す
。

　

私
も
シ
ル
バ
ー
世
代
と
な
り
ま
し

た
が
、
「
世
の
た
め
、
他
人
の
た

め
」
元
気
を
出
し
て
、
微
力
な
が
ら

頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　松　山　シ　ル　バ　ー (8)

賛助会員紹介賛助会員紹介法人
個人

地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

　　フジネットスーパー
「おまかせくん」でお買い物

「
平
々
・
凡
々
、

　
　
　
　

こ
れ
幸
福
な
り
」

　
　

品
を

おお
客

地地
域

店店
づ

た
。

　

近
境
の

(8(8( ))

地地
域域
のの
皆皆
さ
まま
と
と
も
に

い
方

し
て
ま
い
り
ま
す
。

参
加

くと
満

　

私
ため

」
頑
張

思

「「「
平平
々々
・
凡凡凡
々々
、、

こ
れ
幸
福
な
り
」



　

松
山
市
内
を
貫
流
す
る
石
手
川
に

沿
っ
て
、
国
道
３
１
７
号
を
さ
か
の
ぼ

る
と
、
市
民
の
水
が
め
・
石
手
川
ダ
ム

が
あ
る
。
ダ
ム
湖
は
「
白
鷺
湖
」
と
命

名
さ
れ
、
オ
シ
ド
リ
が
飛
来
し
、
ブ

ラ
ッ
ク
バ
ス
の
ル
ア
ー
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

も
楽
し
め
る
。

　

さ
ら
に
上
流
へ
車
で
約
二
〇
分
も
走

る
と
、
今
治
市
と
の
境
界
線
で
も
あ
る

水
ヶ
峠
ト
ン
ネ
ル
に
至
る
。
こ
の
間
、

一
番
町

を
始
点

に
通
過

す
る
町

は
南
持

田
―
此

花
―
湯

渡
―
紅

葉
―
石

手
―
溝
辺
―
高
野
―
食
場
―
末
―
宿
野

―
玉
谷
―
藤
野
―
河
中
―
東
川
―
大
井

野
―
米
野
と
、
実
に
十
六
町
に
も
上

る
。
溝
辺
町
の
上
流
あ
た
り
か
ら
は
、

の
ど
か
な
農
山
村
の
た
た
ず
ま
い
で
あ
る
。

　

ト
ン
ネ
ル
の
所
在
地
は
そ
の
名
の
通

り
〝
水
の
峠
〟
つ
ま
り
分
水
嶺
の
峠
と

い
う
こ
と
だ
。
峠
の
南
部
に
は
東
三

方
ヶ
森
（
一
二
三
三
㍍
）
、
西
北
に
は

高
縄
山
（
九
八
六
㍍
）
が
あ
り
、
そ
の

谷
間
の
よ
う
な
場
所
。
周
辺
は
「
奥
道

後
玉
川
県
立
自
然
公
園
」
に
指
定
さ
れ

て
い
て
、
松
山
、
今
治
市
民
ら
の
絶
好

の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
も
あ
る
。

　

松
山
市
内
か
ら
、
峠
へ
の
間
に
は
、
文

人
墨
客
の
足
跡
も
あ
っ
て
、
文
学
碑
も

散
見
さ
れ
る
。
特
に
市
中
心
部
に
近
い

寺
院
な
ど
に
多
く
、
ま
ず
石
手
寺
か
ら

道
後
方
面
へ
少
し
引
き
返
し
て
道
後
上

市
曹
洞
宗
・
義
安
寺
を
の
ぞ
く
と
芭
蕉

の
「
こ
の
ほ
た
る
田
ご
と
の
月
と
く
ら

べ
見
ん
」
の
句
碑
が
あ
る
。
碑
文
字
の
揮

毫
者
は
、
子
規
の

俳
句
の
師
・
大
原

其
戎
。

　

四
国
霊
場
五
十

一
番
札
所
の
石
手

寺
の
句
碑
の
多
さ

は
、
万
人
の
知
る

所
。
芭
蕉
の
七
七

回
忌
に
当
た
る
明
和
七
（
一
七
七
〇
）

年
に
蕉
門
の
人
々
が
建
て
た
万
葉
仮
名

の
芭
蕉
塚
「
宇
知
与
利
氏
波
奈
以
礼

左
久
戻
牟
女
津
波
几
」
（
う
ち
よ
り

て
花
い
れ
探
れ
う
め
つ
ば
き
）
が
あ

る
。
ほ
か
に
子
規
の
「
南
無
大
師
石

手
の
寺
よ
稲
の
花
」
や
山
頭
火
の

「
う
れ
し
い
こ
と
も
か
な
し
い
こ
と
も

草
し
げ
る
」
、
篠
原
梵
の
「
葉
桜
の

中
の
無
数
の
空
さ
わ
ぐ
」
な
ど
。

　

石
手
寺
に
ほ
ど
近
い
石
手
川
の
岩
堰

遊
園
地
に
は
、
日
赤
松
山
病
院
の
院
長

で
俳
句
を
よ
く
し
た
酒
井
黙
禅
の
「
鮎

寄
せ
の
堰
音
涼
し
宝
川
」
が
あ
る
。

「
宝
川
」
は
石
手
川
の
旧
名
。
昭
和
二
十

八
年
の
建
立
で
、
当
時
は
鮎
が
遡
上
し

て
い
た
。
下
流
域
で
水
が
枯
れ
る
今
の

石
手
川
に
は
、
望
む
べ
く
も
な
い
。　

溝
辺
の
天
理
教
会
の
庭
に
は
子
規
の

「
湯
の
山
や
炭
売
か
へ
る
宵
月
夜
」
が

あ
る
。
文
字
の
揮
毫
は
柳
原
極
堂
だ
。

　

今
も
流
域
中
で
は
大
き
な
集
落
が
残

る

日

浦
地
区
の
藤
野
町
の
円
福
寺
に
は
、
明

治
二
十
八
年
、
松
山
中
学
校
（
現
・
松

山
東
高
校
）
英
語
教
師
に
赴
任
し
た
夏

目
漱
石
の
「
山
寺
に
太
刀
を
い
た
だ

く
時
雨
哉
」
の
句
碑
が
あ
る
。
建
武
の

中
興
の
新
田
義
貞
の
子
・
義
宗
の
故
事
を

詠
ん
だ
句
だ
。

　

ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
て
今
年
で
十
五
年
。

海
岸
線
の
１
９
６
号
に
比
べ
て
松
山
―
今

治
間
の
所
要
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、

３
１
７
号
の
通
行
量
は
多
い
。
だ
が
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
多
く
は
、
沿
線
の
風
物
や
史

跡
に
は
目
も
く
れ
な
い
。
卯
の
花
や
忍
冬

（
す
い
か
ず
ら
）
な
ど
初
夏
を
彩
る
野
の

花
も
、
あ
る
い
は
目
に
入
ら
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。　
　
　
　
　

（
S
・
K
）

山頭火の句碑

水ヶ峠トンネル

～～ 

水
ヶ
峠 

～

夏目漱石の句碑

正岡子規の句碑

正岡子規の句碑

　松　山　シ　ル　バ　ー(9)

回年の左てる手

水
ヶ
峠



　

５
月
31
日
18
時
30
分
か
ら
新
年
度
の

若
草
会
代
議
員
会
を
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ

ザ
で
開
催
。
平
成
23
年
度
事
業
・
決
算

報
告
、
お
よ
び
平

成
24
年
度
事
業
・

予
算
計
画
な
ど
が

原
案
ど
お
り
可

決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

23
年
度
事
業
報

告
で
は
、
サ
ー
ク

ル
数
が
減
少
す
る

な
ど
課
題
を
残
し

た
面
も
あ
る
が
、

松
山
ま
つ
り
参
加

な
ど
行
事
面
で
は

一
定
の
成
果
が
あ

り
、
特
に
文
化
祭

は
抽
選
会
や
ブ
ー

ス
人
気
投
票
を
す

る
な
ど
の
工
夫
も

あ
り
、
こ
こ
数
年
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
決
算
報
告
で
は
、
い
つ
も
よ
り

多
め
の
前
年
度
（
22
年
度
）
繰
越
金
83

万
円
が
あ
り
、
事
業
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
次
年
度
（
24
年

度
）
の
こ
と
を
考
え
て
節
約
し
、
42
万

円
を
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

24
年
度
事
業
お
よ
び
予
算
計
画
で

は
、
公
益
社
団
法
人
化
で
、
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
助
成
金
を
法
的
に
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
財
政

不
足
が
深
刻
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
若
草
会
主
催
で
こ
れ
ま

で
９
年
間
実
施
し
て
き
た
「
松
山
ま
つ

り
」
参
加
を
、
今
年
か
ら
セ
ン
タ
ー
主

催
で
行
う
な
ど
、
今
年
度
は
節
約
と
工

夫
で
乗
り
切
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　　

こ
の
代
議
員
会
で
、
平
成
12
年
か
ら

12
年
間
若
草
会
役
員
と
し
て
活
躍
し
た

副
会
長
の
持
主
桂
子
さ
ん
が
、
一
身
上

の
都
合
で
任
期
途
中
で
退
任
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
辞
任
と
、
後
任
の
辻
真

佐
子
さ
ん
の
就
任
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
辻
さ
ん
は
平
成
22
年
に
役
員
に
選

ば
れ
、
今
回
副
会
長
に
就
任
し
ま
し

た
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

五
月
二
十
三
日
、
未
だ
朝
の
冷
気
の

残
る
中
、
若
草
会
初
め
て
の
「
北
陸
観

光
」
を
楽
し
み
に
し
た
四
十
一
名
を
乗

せ
バ
ス
は
松
山
を
出
発
し
た
。　

　

高
速
道
を
乗
り
継
ぎ
昼
食
を
彦
根
で

済
ま
せ
、
本
日
の
観
光
地
永
平
寺
に
着

く
。
永
平
寺
は
（
一
二
四
四
年
）
道
元

禅
師
に
依
り
開
山
さ
れ
た
座
禅
修
行
の

道
場
で
あ
り
曹
洞
宗
の
総
本
山
で
、
七

堂
伽
藍
は
座
禅
の
姿
に
似
て
い
る
と
の

説
明
を
受
け
見
事
な
建
物
や
修
行
僧
の

修
練
も
見
学
し
永
平
寺
を
後
に
す
る
。

　

今
夜
の
宿
、
山
代
温
泉
「
白
山
菖
蒲

亭
」
に
到
着
。
今
回
の
旅
行
で
一
番
楽

し
み
に
し
て
い
た
夕
餉
の
宴
が
始
ま
り

「
酒
･
食
・
話
・
歌
」
に
楽
し
い
一
時

を
過
し
た
後
、
温
泉
に
も
ゆ
っ
く
り
浸

っ
て
初
日
を
終
え
る
。

　

二
日
目
、
皆
さ
ん
前
夜
は
遅
く
迄
楽

し
ま
れ
た
の
か
少
々
眠
そ
う
な
様
子
。

そ
れ
で
も
ホ
テ
ル
の
人
に
見
送
ら
れ
て

元
気
に
出
発
し
、
一
時
間
余
り
で
最
初

の
観
光
地
「
兼
六
園
」
に
到
着
。
土
産

物
店
の
専
門
ガ
イ
ド
の
案
内
で
霞
ヶ
池

を
中
心
に
花
見
橋
・
根
上
り
松
・
徴
軫

燈
籠
・
内
橋
亭
等
を
見
学
。

　

全
員
で
の
記
念
撮
影
も
済
ま
せ
兼
六

園
を
後
に
し
て
次
の
観
光
地
「
世
界
遺

産
」
白
川
郷
に
着
く
。
「
で
あ
い
橋
」

を
渡
り
萩
町
地
区
に
入
る
と
合
掌
作
り

藁
葺
屋
根
の
風
景
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

　

見
惚
れ
る
様
な
風
景
を
散
策
し
な
が

ら
写
真
を
撮
り
妻
へ
の
土
産
の
一
つ
と

し
て
、
白
川
郷
に
別
れ
を
告
げ
帰
途
に

着
く
。　

　

松
山
に
は
二
時
間
の
延
着
で
し
た

が
、
楽
し
い
思
い
出
の
多
い
良
い
旅
で

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　松　山　シ　ル　バ　ー (10)
　

平
成
24
年
度
第
１
回

　

若
草
会
代
議
員
会
開
催

副
会
長
交
代

副
会
長
に
就
任
し
た

　

辻　

真
佐
子
さ
ん

副
会
長
を
退
任
し
た

　

持
主 

桂
子
さ
ん

若
草
会
一
泊
旅
行

味
生
ー
B1　

白
石　

剛
弘

みなさん元気一杯！　兼六園での記念写真



　　

私
は
平
成
二
十
二
年
二
月
に
定
年
退

職
を
迎
え
「
何
か
し
な

い
と
い
け
な
い
」
と
思

い
つ
つ
も
資
格
、
年
齢

等
で
な
か
な
か
仕
事
を

見
つ
け
る
事
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
こ

と
を
知
り
、
二
十
三
年

二
月
に
入
会
い
た
し
ま

し
た
。
初
め
は
「
シ
ル

バ
ー
＝
お
年
寄
り
」
と

あ
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
で
は
入
会
し
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
、
当
セ
ン
タ

ー
の
「
松
山
観
光
案
内
人
講
習
会
」
を

受
講
し
ま
し
た
。
講
習
で
は
、
正
岡
子

規
、
松
山
城
・
道
後
温
泉
、
四
国
遍
路

と
、
松
山
の
良
さ
を
再
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
講
習
で
知
り
合
っ
た

人
と
は
今
で
も
親
交
を
深
め
て
い
ま

す
。

　

二
十
三
年
九
月
か
ら
は
「
高
齢
者
買

物
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
に
従
事
し
て
い

ま
す
。
講
習
で
学
ん
だ
「
マ
ナ
ー
」

「
お
遍
路
さ
ん
の
お
接
待
の
心
」
が
こ

こ
で
も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

買
物
支
援
事
業
は
、
買
物
支
援
だ
け

で
な
く
、
安
否
確
認
、
相
談
相
手
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
は
求

め
ら
れ
る
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
大
変

良
く
、
特
に
女
性
ス
タ
ッ
フ
は
若
々
し

く
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
で
す
。
利
用
者
様
へ

は
今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、
ま
る

で
「
○
○
○
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
」
の
よ

う
で
感
心
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
人
と
人
と
の
繋
が
り

を
大
切
に
、
生
涯
勉
強
の
気
持
ち
で

色
々
な
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　松　山　シ　ル　バ　ー　(11)

石
井
Ｅ-

２ 

和
田 

吉
照

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　

入
会
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

入
会
し
て

余
土
Ｂ-
２　

藤
本　

怜
子

買物支援スタッフ



　　 　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

こ
の
度
、
念
願
の
動

物
園
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

以
前
よ
り
と
べ
動
物

園
売
店
に
出
展
販
売
が

で
き
な
い
か
と
試
行
錯

誤
の
末
、
成
し
遂
げ
た

も
の
は
、
白
く
ま
「
ピ

ー
ス
く
ん
」
・
う
さ

ぎ
・
か
め
等
の
型
で
漉

き
、
可
愛
く
セ
ッ
ト
し

た
「
動
物
園
の
仲
間
た

ち
」
で
す
。

 

来
園
の
際
は
是
非
売

店
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◆
こ
の
頃
「
つ
つ
が
な
い
暮
ら
し
」
と
い

う
も
の
の
良
さ
を
、
齢
を
重
ね
て
実
感
す

る
。
高
度
成
長
期
を
生
き
た
あ
の
頃
私
た

ち
団
魂
の
世
代
は
、
働
く
こ
と
に
希
望
と

夢
が
あ
り
、
未
来
が
明
る
く
見
え
た
。
そ

の
後
バ
ブ
ル
経
済
が
は
じ
け
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
を
経
て
、
な
ん
と
か
立
ち
直
り

始
め
た
時
、
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
、
今

ギ
リ
シ
ャ
の
財
政
危
機
に
端
を
発
し
た
世

界
経
済
の
揺
ら
ぎ
が
襲
う
。

◆
「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の

響
き
あ
り
」
で
始
ま
る
平
家
物
語
。
貴
族

政
治
か
ら
武
家
政
治
に
変
わ
る
時
代
の
転

換
期
に
生
き
た
鴨
長
明
や
吉
田
兼
好
の
言

葉
に
実
感
が
こ
も
る
。
不
安
と
不
信
の
増

す
時
代
の
動
乱
期
、
転
換
期
に
ど
う
生
き

れ
ば
い
い
の
か
、
一
日
一
日
を
恙
無
く
生

き
る
こ
と
で
す
ら
、
ま
ま
な
ら
な
い
わ
が

身
に
呆
然
と
す
る
。

◆
た
だ
私
た
ち
シ
ル
バ
ー
世
代
に
残
さ
れ

た
時
間
は
、
確
実
に
刻
一
刻
と
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
一
日
一
日
を

よ
く
生
き
る
こ
と
が
大
事
な
の
だ
が
、
時

間
に
追
わ
れ
「
今
日
も
何
と
な
く
終
わ
っ

た
」
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一
週
間
、

一
ヵ
月
、
一
年
が
過
ぎ
、
齢
を
重
ね
る
。

惰
性
と
は
つ
く
づ
く
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ

る
。
惰
性
で
暮
ら
す
毎
日
に
あ
っ
て
時
に

自
問
自
答
を
す
る
こ
と
も
必
要
か
と
思

う
。
高
齢
化
社
会
を
よ
り
よ
く
生
き
る
た

め
に
。
（
Ｍ
）

　松　山　シ　ル　バ　ー (12)

こ
ち
ら
事
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ここ
のの
頃頃
「「
つつ
つつ
がが
なな
いい
暮暮
ら
し
」
と

う
も
の
の
良
さ
を
、
齢
を
重
ね
て
実
感
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こ
の
１
年
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
の

方
々
の
ご
逝
去
を
悼
み
、
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。※

は
退
会
月

　

渡
辺　

幹
男　

（
64
歳
）
23
年
6
月　

　

宇
都
宮
恒
夫　

（
74
歳
）
23
年
8
月

※

後
藤　

正
和　

（
79
歳
）
23
年
9
月

　

大
江　

吉
彦　

（
68
歳
）
23
年
9
月

　

橋
本　

杉
広　

（
67
歳
）
23
年
11
月

　

武
智　

文
則　

（
70
歳
）
23
年
12
月

　

楠
岡　

絹
子　

（
67
歳
）
24
年
1
月

※

若
田　

禮
子　

（
61
歳
）
24
年
１
月

※

大
林　

富
子　

（
87
歳
）
24
年
2
月

※

河
端　

通
好　

（
72
歳
）
24
年
2
月

　

高
橋　

正
知　

（
76
歳
）
24
年
3
月

※

湛　
　

眞
平　

（
82
歳
）
24
年
4
月

※

重
松　
　

博　

（
63
歳
）
24
年
4
月

※
千
葉　

一
郎　

（
71
歳
）
24
年
4
月

※

宇
都
宮
鈴
江　

（
65
歳
）
24
年
4
月

※

松
井　
　

実　

（
85
歳
）
24
年
4
月

※

和
泉
元
惠
美
子
（
65
歳
）
24
年
4
月

　　 　独自事業
　　　手漉き和紙工房製品

とべ動物園へデビューデビュー

平
成
24
年
度

　
　

会
費
納
入
に
つ
い
て

新作　動物便箋が“とべ動物園”へデビュー

ま
だ
、
会
費
を
納
入
し
て
い
な
い
会
員

さ
ん
は
早
急
に
お
支
払
い
下
さ
い
。

　

○
会
員
会
費　

　
　
　

年
額　

３
２
０
０
円

　

○
納
入
方
法

　
　
　

セ
ン
タ
ー
窓
口
で
お
支
払
い
下

　
　
　

さ
い
。

振
込
み
の
希
望
者
は
振
込
み
用
紙
を
郵

送
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
の
振

込
み
も
可
能
・
手
数
料
無
料
）

　
　
　

連
絡
先　

本
部
総
務
課
ま
で

　
　
　

電
話　
　

９
３
３
ー
７
３
７
３

売店へ並ぶ和紙製品
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